
新型肺炎の押さえ込みに一定程度の成果を上げている台湾とアイスランドを事例に、公衆衛生上の危機対応において女性リーダーが
果たした役割について報告いただきます。

新型コロナウイルス感染症の世界規模での蔓延は、生活のあらゆる領域のパラダイムを組み替えつつあります。このような
大規模で長期間にわたる危機が発生した場合、平常時におけるジェンダー不平等が増幅し、非正規労働者の解雇や雇い
止め、女性に対する暴力の増大のような形で現れることは、災害発生時の経験からも確認されています。新型肺炎という
未曾有の危機に直面しているわたしたちが、コロナ後の社会にジェンダー視点をどのように組み込むことができるかに
ついて、専門家の報告から考えます。

新型コロナウイルス（COVID-19）の感染拡大が
ジェンダーに及ぼした影響とその対応
台湾はジェンダーに配慮した成功例か？
リリアン・ウォン
国立台湾大学　社会科学部ソーシャルワーク学科教授
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～公衆衛生上の危機がジェンダー平等にあたえる影響～

参加費
無料

申込み先 11月20日（金）までに右の申込フォームよりお申込みください。
https://www.nwec.jp

女性のリーダーシップから考える危機管理第一部 基調講演

新型コロナウイルス（COVID-19）とジェンダー
アイスランドの取組み（仮題）
ブリュンヒルドゥル・ヘイダル・オグ・オゥマルスドッティル
アイスランド女性権利協会事務局長
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アジアの若手女性リーダーから見た、新型肺炎への対応を通じて明らかになったジェンダー課題を共有します。報告者は国立女性教育
会館が過去に実施した「アジア地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー」の研修参加者です。

越智 方美
国立女性教育会館

シスカワティ・ミア
インドネシア大学

エヴェリン・ルース
インドネシア大学

ドアン・ティ・キム・トゥイ
労働傷病者社会福祉省

ダオ・ティ・ヴィ・フオン
ベトナム女性連合

インドネシア ベトナム コーディネーター

新型肺炎は女性の就労や健康、ひとり親家庭など多岐に渡る領域に影響を及ぼしています。日本とアジアの課題について考えます。
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シニアプログラムオフィサー

パネリスト
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新型肺炎とジェンダー ～アジアからの報告第二部 国別報告
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新型肺炎とジェンダー第三部 パネル・ディスカッション
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